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研究要旨 

研究代表者・分担者らが以前に開発した AGEVAR MODEは、栄養調査結果データから、母

集団の習慣的な栄養摂取量の分布を年齢別に推定する方法である。国民健康・栄養調査の

ような 1 日調査データにこの方法は使えない。そこで、既存の複数日の栄養調査データ

に AGEVAR MODEを適用し、そこから推定した個人内／個人間分散比を 1日調査に外挿し、

1日調査の母集団の習慣的摂取量の年齢毎の分布を推定する方法を開発し、それを実現す

るプログラムが完成した。 

 

Ａ．研究目的 

 国民健康・栄養調査をはじめとする栄養

調査は、住民の健康に貢献する施策を作成

し、栄養学を発展させるため行われている。

たとえば日本人から無作為に調査対象者を

選び、それを標本集団として栄養調査を行

い、母集団である日本人の栄養摂取に関す

るエビデンスを導く、ということが行われ

ている（国民健康・栄養調査）。 

 栄養調査には、1 人に対して複数日行わ

れるものと、1 人に対して 1 日のみ執り行

われるものがある。複数日調査による栄養

調査からは、調査で想定している母集団の

習慣的な摂取量の平均値だけでなく、その

分散（ばらつき）や分布を推定することがで

きる（注：習慣的摂取量とは、個人ごとに想

定される、非常に長い期間における 1 日の

栄養摂取量の平均値のことである。1 人に

付きそれは 1 つの値が想定される）1）。一

方、1 日のみの調査では、母集団の習慣的摂

取量の平均値を推定することはできるが、

そのばらつきや分布を推定することは理論

的にできない 2）。 

 本研究の目的は、複数日栄養調査結果か

ら数値パラメータを取り出し、そのパラメ

ータを 1 日調査に挿入する手順を行う方法

を開発することである。この手順により、国

民健康・栄養調査のような大規模な 1 日の

栄養調査結果から母集団である日本人の習

慣的な栄養摂取量のばらつきと分布を推定

する方法論を開発することを目指す。この

数値パラメータを取り出す方法として、

2013 年に報告した複数日調査で母集団の

習慣的摂取量の分布を推定する方法

（AGEVAR MODE）を採用し、変更を加え

る。 

 

Ｂ．方法 

 本研究では、以下の手順を実現するプロ

グラムを作成し、その手順の性能を数値に
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より示す。 

 

手順(1): 1 日の栄養調査データから年

齢ごとの平均値と全分散を推定する 

 

 統計ソフトウエアSASプログラムにより

記述した AGEVAR MODE 法 1）を 1 日調査

データに利用できるように改変する。その

プログラムにより、年齢ごとの 1 日栄養摂

取量の平均値と全分散を計算する。この平

均値をもって習慣的摂取量の推定値とする。

1 日調査データとして、本研究班の国民健

康・栄養調査結果を用いる。ここでこの平均

値は、AGEVAR MODE によりヒストグラ

ムを正規分布に近付けるBox-Cox変換尺度

で計算されている。 

 

手順(2): 手順(1)と異なる複数日の栄養調査

結果に対して AGEVAR MODE を用いる 

 

 本研究班分担研究者である吉池信男氏は、

過去に 1 人に対して 1 年に（平日と土日を

含む）12 回栄養摂取量を測定した。このデ

ータに対して AGEVAR MODE を適用し、

栄養摂取量の個人内分散と個人間分散を年

齢により線形回帰する。この線形回帰は年

齢の一次式である。この推定より個人内／

個人間分散比を計算し、それを次の手順(3)

に用いる。 

 

手順(3): 手順(2)で推定した分散比を他の 1

日栄養調査データに適用する 

 

 研究目的で述べたように、1 日調査デー

タ（たとえば国民健康・栄養調査データ）か

らは習慣的摂取量のばらつきや分布を推定

することができない。そこで、手順(2)によ

り別の複数日栄養調査で得られた分散比を

1 日調査データ分散比の推定だとしてこれ

を 1 日調査データに挿入する。 

 具体的には、手順(1)で得られた 1 日調査

データ年齢ごとの全分散を、手順(2)により

得られた年齢ごとの個人内／個人間分散比

に分け、そのうち個体間分散のみを残して

1 日調査データにおける習慣的摂取量のば

らつきだと推定する。ただし、手順(1)で述

べたように、この段階では個人の栄養摂取

量は Box-Cox 変換尺度で記述されている。 

 

手順(4): Box-Cox 逆変換を行い、該当する

栄養素本来の尺度で習慣的摂取量の分布を

記述する 

 

 手順(3)では Box-Cox 変換尺度でばらつ

きを減らし、その尺度で年齢ごとに習慣的

摂取量の分布を得た。これに Box-Cox 変換

の逆変換を行う。ばらつきを減らしたため

逆変換値にバイアスが生じることが理論的

に知られている 2）。これを修正するバイア

ス補正項を加え、栄養素本来の尺度で習慣

的摂取量の分布の推定結果を得る。ここま

でが本研究で 1 日調査と複数日の栄養調査

データから、1 日調査データにおける母集

団の習慣的摂取量の分布を推定する方法で

ある。 

 

手順(5): 年齢ごとに習慣的摂取量分布のパ

ーセンタイルを計算する。栄養学的リスク

者割合も計算する 

 

 手順(3) で得られた Box-Cox 変換尺度で

は、年齢ごとに習慣的摂取量は平均値と個

体間分散をもって正規分布していることが

想定されている。これより、5, 10, 25, 50, 

75, 90, 95 パーセンタイル点を計算する。 

 また、各栄養素には推定平均必要量等の

基準値が「日本人の食事摂取基準〈2015 年

版〉」3）に示されている。この値に手順(1)の
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1 日調査データに使った Box-Cox 変換を施

し、個体間分散のみで分布する Box-Cox 変

換尺度の年齢ごとの習慣的摂取量分布にあ

てはめ、その基準値を超える/超えない割合

を計算することによって、年齢ごとの栄養

学的リスク者割合を得る。 

 手順(5)は、本研究で国民健康・栄養調査

データから日本人（ここでの母集団）で各栄

養素の年齢ごとに、習慣的摂取量のパーセ

ンタイル点と栄養学的リスク者割合を計算

する手順である。 

 

手順(6): 実際の栄養調査データで性能を確

認する  

 

本研究で用いた手順はおおむね現実の状

況を逸脱していないと考えている。しかし

手順(3)で「複数日調査データの分散比が 1

日調査データのそれと同一または類似して

いる」ことを前提としてそれ以降の推定は

進められており、この仮定が正しくない場

合、一連の推定手順に影響を及ぼすことが

予測される。そこでこの仮定が成り立つ場

合から成り立たない場合まで設定を変えて、

本研究の習慣的摂取量の分布推定がどれく

らいの性能を発揮するか、言い換えれば頑

健か、を計測する目的でシミュレーション

研究を現在進めている。結果を今後論文誌

上で発表したいと考えている。 

 

Ｃ．結果 

 方法に記した手順(1)-(5)までのプログラ

ムが完成した。 

  

Ｄ．考察 

 注目する栄養素により、また方法の手順

(3)で置いた仮定からデータが乖離したとき

の一連の手順(1)-(6)の性能は異なることが

予想される。たんぱく質と食塩の性能だけ

でなく、栄養素の種類と仮定からの乖離に

一定程度耐えられる方法論の開発が今後の

課題となる。 

 

Ｅ．結論 

既 存 の 複 数 日 の 栄 養 調 査 デ ー タ に

AGEVAR MODE を適用し、そこから推定し

た個人内／個人間分散比を 1 日調査に外挿し、

1 日調査の母集団の習慣的摂取量の年齢毎の

分布を推定する方法を開発し、それを実現す

るプログラムが完成した。 

 

F．研究発表 

 なし 

 

G． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし 

 

H．健康危機情報 

 なし 
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